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11/3期 第２四半期決算（連結）Ｐ/Ｌ概要

単位：百万円

※計画値は2010年8月4日付にて開示致しました業績の予想数値です

業績の本格回復に伴い販売・損益ともに大幅な改善を達成

・販売状況につきましては、デジタルTV・チューナー等を中心とするAV機器向けのアナログICの需要が堅調に推移し

たほか、アミューズメント機器向けに各種センサー類の需要が大幅に伸張し業績に大きく貢献しました。

・利益面では堅調な販売に伴う売上総利益の増加に加え、在庫健全化に伴う評価損益の改善、前期に実施した経営

合理化策による経費圧縮効果の定着から大幅な改善となりました。

（連結）

09/9期
前期実績

10/9期
当期実績

10/9期
計画

計画比 前期比

売 上 高 7,572  11 ,862  11 ,500  362  4 ,290  

売 上 総 利 益 782  1 ,195  1 ,201  △6  413  

売上総利益率（％） 10.3% 10.1% 10.4% △0.3% △0.2% 

営 業 利 益 △157  216  200  16  373  

経 常 利 益 △180  203  177  26  383  

当 期 利 益 △243  155  120  35  398  
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四半期別業績進捗推移（連結）

販売の本格的な回復に伴い黒字化が定着

前年度下半期から損益は黒字に転換し以後も好調持続、半導体市況の好転も追い風となり販売・収益ともに安定

（連結） (単位：百万円）

09年度
第1四半期

09年度
第2四半期

09年度
第3四半期

09年度
第4四半期

10年度
第1四半期

10年度
第2四半期

売 上 高 3,515  4,057  3,947  4,111  5 ,304  6 ,557  

営 業 利 益 △152  △4  30  76  88  128  

経 常 利 益 △165  △15  24  63  81  121  

当 期 利 益 △172  △70  12  52  47  107  
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四半期別業績進捗（連結売上高）

前年下半期実績は、微増。今期四半期実績は、大幅な増収。

単位：百万円
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四半期別業績進捗（連結利益）

前年度下期四半期から損益は黒字に転換し以後も好調持続。各利益項目ともに安定。

単位：百万円
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売上高合計119億円 ％は構成比率、（％）は前年同期

【情報・通信】

デジタルＴＶチューナー
パーソナル・コンピュータ
携帯電話等

【自動車】

エンジンコントロールユニット
エアバック、ＡＢＳ、ボディ
カーオーディオ・カーナビ

【産業機器】

医療機器、計測機器
半導体テスター、製造装置

その他産業機器

【民生】
液晶ＴＶ
ＤＶＤプレーヤー、レコーダー
デジタル・スチル・カメラ
ゲームコントローラー等

産機
29％

自動車
10％

民生
41％

情報・通信
20％

家庭用ゲーム周辺機器向けカスタムＩＣ、液晶TVが今期更に躍進しました。
デジタルカメラ等デジタル家電分野は総じて堅調に推移しました。
TVチューナーが前年同期並みで、今期の計画通り推移しました。
ONセミ製品を中心に前期から販売が増加しはじめました。

半導体設備機器や計測機器は長らく需要の停滞が続いていましたが、前年下期から復調し、画像
処理装置、汎用センサー等が好調に推移しました。医療機器は計画通り堅調に推移しました。

11/3期 第２四半期（連結） 分野別売上概要

【民 生】

【情 ・ 通】
【自動車】
【産 機】

（37％）

（22％）

（13％）

（28％）

デジタル家電、ゲーム機器を中心に民生が躍進
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TIST

ON

その他

お客様のアプリケーション開発を先取り出来る半導体メーカーで構成する

T I：

S T：

O N：

テキサス・インスツルメンツ

STマイクロエレクトロニクス

オン・セミコンダクタ

売上高合計119億円

11/3期 第２四半期（連結） メーカー別売上概要

【 T  I  】

【 S  T 】
【 O N 】

産業機器の回復及び家庭用ゲーム機器向けカスタムＩＣ、液晶TV等民生機器が堅調に推移しま
した。
加速度センサー、3軸センサー等、家庭用ゲーム機器向けＩＣが好調でした。
車載機器向けが回復しはじめました。
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ロジック 5％

メモリー 3％ アナログ

61％
マイクロ
プロセッサー

13％

11/3期 第２四半期（連結） 品目別売上構成

アナログ＆マイコン製品の提案力と技術サポート力が当社の強み

その他12％

ＡＳＩＣ 6％

分類 特徴 小分類 主な用途
アナログ デジタルに対し、連 オペアンプ 電源装置

続した信号を扱うIC コンバーター 通信機器
チューナー 計測機器
電源 AV機器
インターフェース 制御機器
レギュレータ
ディスクリート

ロジック 汎用理論素子、デジ 計測機器
タル回路を構成する コンピュータ
標準IC OA機器

マイクロ コンピュータの頭脳 8bit 通信機器
プロセッサー 部分で、機器の中に 16bit アミューズメント機器

組み込んだ形で使用 32bit 自動車機器

されるIC
メモリー 記録素子IC DRAM､FLASH コンピュータ

EEPROM
ASIC 特定用途向けｶｸﾀﾑIC

売上高合計119億円 ％は構成比率、（％）は前年同期

（74％）

（6％）

（10％）

（3％）

（3％）

（4％）

ASIC

その他

グラインドポイント向けにタッチセンサーASICが6億円増加致しました。

家庭用ゲーム機器向けに、MEMSセンサーが9億円増加いたしました。
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11/3期 第２四半期決算（連結）Ｂ/Ｓ概要

単位：百万円

売上債権の増加から総資産は増加、利益の積上げで純資産も増加

【流動資産】

【流動負債】

【純資産】

・売上債権は売上高の増加に伴い大幅に増加しました。
・たな卸資産は在庫管理の徹底による資質改善が定着しましたが、販売増加により増加しました。

・買掛金は受注回復に伴い増加しました。
・借入金は業績拡大に伴う運転資金の増加から増加しました。
・円高により為替換算調整勘定のマイナス幅が拡大しましたが、当期純利益の増加で吸収し、純資産合計は
増加しました。

流動資産 7,144 8,997 1,853 流動負債 3,621 5,365 1,744 

現金及び預金 751 837 86 買掛金 1,169 1 ,754 585 

受取手形及び売掛金 3,634 4 ,960 1 ,326 借入金 2,269 3 ,375 1 ,106 

たな卸資産 2,590 2 ,977 387 その他 180 235 55 

その他 167 222 55 

固定資産 545 498 △47 固定負債 32 35 3 

有形固定資産 24 26 2 負債合計 3,653 5,401 1,748 

無形固定資産 122 87 △35 株主資本 4,086 4,217 131 

投資不動産 194 194 0 評価・換算差額等 △49 △122 △73 

その他 204 190 △14 純資産合計 4,036 4,094 58 

資産合計 7,690 9,495 1 ,805 負債純資産合計 7,690 9,495 1 ,805 

前期末比 前期末比10/3期 10/9期 10/3期 10/9期
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11/3期第２四半期 決算（連結）キャッシュフロー概要

単位：百万円

黒字化を達成するも急激な販売増加により営業C/Fはマイナスに

・営業キャッシュフローは販売の急激な増加に伴う売上債権とたな卸資産の増加からマイナスとなりました。
・財務活動によるキャッシュフローの「その他」は自己株式取得による支出です。
・販売回復に伴う増加運転資金のうち、当期利益と減価償却費で補えない部分を短期借入金で調達しています。

Ⅰ　営業活動によるキャッシュフロー Ⅲ　財務活動によるキャッシュフロー

税金等調整前当期純利益 △222 195 借入金の純増減額（純減少額：△） 560 1,249 
減価償却費 50 49 配当金の支払額 △1 △5 
売上債権の増減額（増加：△） △726 △1,532 その他 △5 △20 
たな卸資産の増減額（増加：△） 286 △463 小計 554 1,224 
仕入債務の増減額（減少：△） 451 738 Ⅳ　現金及び現金同等物に係る換算差額 △19 △26 
その他 △178 △81 Ⅴ　現金及び現金同等物の増減額 179 86 
小計 △339 △1,094 Ⅵ　現金及び現金同等物の期首残高 630 751 

Ⅱ　投資活動によるキャッシュフロー Ⅶ　現金及び現金同等物の期末残高 809 837 
有形固定資産の取得による支出 △8 △7 
無形固定資産の取得による支出 △2 △8 
投資有価証券の売却による収入 △2 △2 
その他 △4 0 
小計 △16 △17 

09/9期 １０/9期 09/9期 １０/9期
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１. 2011年3月期第２四半期決算の概要

２. 2011年3月期の業績見通し

３. 今後の施策
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20112011年年33月期（連結）業績予想月期（連結）業績予想

単位：百万円

※11/3期計画は2010年11月4日付にて開示致しました業績予想数値です。

赤字から黒字化へ 既存ビジネスの充実、新規ビジネスの創出に邁進

・売上高は前期比で約66億円（43％増）の増加を予定としております。

・利益面では売上高の増加に伴う売上総利益の増加、在庫健全化に伴う評価損益の改善、経営合理化

策の着実な実行による販売管理費の削減等により、前期赤字決算から黒字決算になる見込みです。

10/3期
実績

11/3期
計画

11/3期
前回計画

前期比

売 上 高 15,631  22,300  22,000  6,669  

売 上 総 利 益 1,780  2,318  2,295  538  

　売上総利益率 11.4%　 10.4% 10.4% △1.0%　

営 業 利 益 △50  340  310  390  

経 常 利 益 △93  280  250  373  

当 期 利 益 △179  200  170  379  

※前回計画は2010年8月4日付にて開示致しました業績予想数値です。

※前期比は10/3期実績と11/3期計画との比較です。
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民生
41％

(91億円)

情報・通信
18％

(40億円)

自動車
10％

(23億円)

産機
31％

(69億円)

11/3期 （連結）分野別売上見込

09年度売上高合計 （156億円） 10年度売上高合計 （223億円・計画）

【民 生】

【情 ・通】
【自動車】
【産 機】

引き続き民生が牽引、産機復調に期待

家庭用ゲーム周辺機器向け、カスタムICの拡大が見込まれます。
アジア向け液晶TVが引き続き堅調に推移する見込みです。
TVチューナーを中心に、増加を見込んでおります。
自動車分野は、現状維持ですが、既存の商材で2012年モデルから販売の増加を見込んでおります。
半導体製造装置、計測機器、メディカル等、インダストリ関係が増加する見込みです。

民生
35％

情報・通信
20％

自動車
14％

産機
31％



16

11/3月期 （連結）メーカー別売上見込

各メーカーとも 20％以上の売上増加を計画

産業分野の回復と家庭用ゲーム機器向けカスタムＩＣ、液晶TV等民生機器を中心に20％UPが見
込まれます。
家庭用ゲーム機器向けセンサー、TVチューナー等を中心に売上高130％UPが見込まれます。
車載機器向けの回復により、35％UPが見込まれます。

TI ST

ON

TI ST

ON

09年度売上高合計 （156億円） 10年度売上高合計 （223億円・計画）

【 T  I  】

【 S  T 】
【 O N 】
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11/3月期 （連結）品目別売上見込

主力のアナログは堅調を維持、マイコン、センサーが増加

家庭用ゲーム機向け、産業機器向けの増加が見込まれます。

グラインドポイント向けにセンサーASICの増加が見込まれます。
家庭用ゲーム機器向けに、ジャイロセンサー、加速度センサーの増加が見込まれます。

09年度売上高合計 （156億円） 10年度売上高合計 （223億円・計画）

マイクロ
プロセッサー
ASIC
その他

ロジック6％

メモリー3％

アナログ
72％

マイクロ
プロセッサー
10％

その他5％
ＡＳＩＣ4％

ロジック5％

メモリー
2％

アナログ
59％

マイクロ
プロセッサー
13％

その他
14％

ＡＳＩＣ7％
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11/3期の予想（連結）Ｂ/Ｓ概要

単位：百万円

財務の健全化により自己資本比率50％以上を維持

【流動資産】

【流動負債】

【自己資本比率】

・売掛金は販売回復の影響から増加予定です。

・たな卸資産は販売回復に伴う仕入増加はあるものの保有月数の改善から減少予定です。
・買掛金は販売回復に伴い増加予定です。

・販売増に伴う増加運転資金はたな卸資産の圧縮・利益の創出でほぼ吸収できる予定です。
・自己資本比率は51%を予定しております。

流動資産 7,144 7,741 597 流動負債 3,621 3,994 373 

現金及び預金 751 850 99 買掛金 1,169 1 ,409 240 

受取手形及び売掛金 3,634 4 ,412 778 借入金 2,269 2 ,300 31 

たな卸資産 2,590 2,328 △262 その他 180 285 105 

その他 167 151 △16 0 

固定資産 545 486 △59 固定負債 32 26 △6 

有形固定資産 24 28 4 負債合計 3,653 4,020 367 

無形固定資産 122 67 △55 株主資本 4,086 4,257 171 

投資不動産 194 194 0 評価・換算差額等 △49 △50 △1 

その他 204 197 △7 純資産合計 4,036 4,207 171 

資産合計 7,690 8,227 537 負債純資産合計 7,690 8,227 537 

11/3期
(計画）

前期比
10/3期
(実績）

11/3期
(計画）

前期比
10/3期
(実績）
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たな卸資産の推移

在庫管理強化により保有月数 は1.3ヶ月（月商倍率）へ改善

在庫保有月商倍率 ＝ たな卸資産 ÷ 平均月商

顧客所要情報の更新頻度を高め、適正在庫水準を実現 → １.３ヶ月まで改善

・ 仕入・在庫マネジメントと個人評価の連動性強化

・発注枠管理による仕入れ計画の管理徹底

2009/9期 2010/3期 2010/9期 2011/3期

実績 実績 実績 計画

売　上　高 7,572  15,631  11,862  22,300  

たな卸資産 2,609  2,590  2,977  2,328  

在庫保有月商倍率 2.1ヶ月 2.0ヶ月 1.5ヶ月 1.3ヶ月
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運転資金の推移（連結）

在庫圧縮を中心とした運転資金回転月数の改善が進む

（DEレシオ)

※回転月数＝残高÷平均月商

販売増加により資金需要は増加するものの、売掛金・在庫等の圧縮から運転資金

回転月数の短縮を実現し、キャッシュフローの改善を図ります。

(連結） （金額単位：百万円）

残高 回転月数 残高 回転月数 残高 回転月数 残高 回転月数

売上債権(1) 3,730  3.0ヶ月 3,634  2.8ヶ月 4,960  2.5ヶ月 4,412  2.4ヶ月

たな卸資産(2) 2,609  2.1ヶ月 2,590  2.0ヶ月 2,977  1.5ヶ月 2,328  1.3ヶ月

仕入債務(3) 1,072  0.8ヶ月 1,169  0.9ヶ月 1,754  0.9ヶ月 1,409  0.8ヶ月

運転資金(1+2-3) 5,267  4.2ヶ月 5,055  3.9ヶ月 6,183  3.1ヶ月 5,331  2.9ヶ月

09/9期 10/3期 10/9期 11/3期 予
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1株当たり の配当金

07/3 08/3 09/3 10/3 11/307/3 08/3 09/3 10/3 11/3

期末

中間

株主還元

配当予想 今期は中間配当を実施

実績 予想

15円 15円

無配
1円

5円

8円

３円

３円３円１円期末配当

５円２円-中間配当

８円５円１円計
１株当たり年間配当

11/3期（予想2）11/3期（予想1）10/3期

※11/3予想（１）：5月12日決算発表

※11/3予想（2）： 8月14日決算発表
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１.   2011年3月期第２四半期決算の概要

２. 2011年3月期の業績見通し

３. 今後の施策
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中期経営計画 事業戦略

従来の枠組み、概念にとらわれない柔軟な営業活動による既
存事業の深耕と新規事業の開拓、確立し、安定的な利益造出
基盤を確立します。

実現する為に以下の項目を遂行いたします。

①顧客密着型商社の実現

②リージョン毎機能・役割の明確、先鋭化

③新時代に向けた商材提供、アプリケーション

開拓・開発支援
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③新時代に向けた商材提供、アプリケーション開拓・開発支援

ⅰ.エコロジー スマートグリッド、EV （インバーター、バッテリー）、LED照明、鉄道

BIZ拡大の為の最適デバイスの提供

ⅱ.民 生 TV、リモコン、Gaming、PC、タッチセンサー等にフォーカス

国内 R&Dへの提案力強化を質・量ともに実現する。

（拠点開設、顧客評価フィードバック）

海外 アジアを始めとする量産サポート力の向上

（調達・在庫機能、品質サポートの強化）

ⅲ.産業機器 メディカル、セキュリティー、テスター、製造装置にフォーカス

ⅳ.情報通信 TVチューナー用商材、ソリューションの強化

ⅴ.車 載 EV、HEV、カーインフォテイメントを中心にソリューションの強化

専任組織の確立とソリューション半導体の追加
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出所：経済産業省

スマートグリッド(次世代送電網）概念図

原子力発電所
火力発電所

発電所

水力発電所

風力発電所

太陽光発電所

蓄電池

蓄電池

太陽光発電/蓄電池

設備つき住宅
蓄電池

スマート
メーター

エネルギー
貯蔵設備

工場 オフィスビル

住宅

ITによる制御

制御

商業設備
EV用

充電設備

電気自動車

太陽光発電/ガス
タービン発電機/蓄
電池設備つきビル

太陽光パネル

送配電網

電気の流れ

ITによる制御

③新時代に向けた商材提供、アプリケーション開拓・開発支援
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１．スマートグリッド向けパワーコンディショナー

DSP 製品 アナログ製品の拡販

２．E-Meter（国内大手電力企業向け）

現在、MCUのみ計上、今後、周辺のデバイスを対応
大手電力スマートメーター 2013年1200万台

中計トピックス（スマートグリッド・ＥＣＯ関係）

　スマートメーターのイメージ

　　　　･エアコンなど
　　　　　を遠隔操作

･家庭の太陽光発電
　状況を把握 　　･パソコンにつな

　　　いで電力使用量
･通信機能で検針を 　　　を「可視化」
　自動化

・太陽光で火力などの
　需給を自動化

電力会社側 家庭側

●●●●

スマートメーター
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３．HEV・EV用インバータ

現在、国産系、北米系向けインバータ対応
２０１５年には欧州系HEV立ち上げ

４．バッテリーセル管理

電気自動車・太陽光発電電池向け
バッテリーセル管理

中計トピックス（スマートグリッド・ＥＣＯ関係）
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５．デジタル調光照明

DSP 製品がデザインイン 周辺も今後対応

中計トピックス（スマートグリッド・ＥＣＯ関係）

明るさ100％～1％の調光が可能
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車載専任化

中計トピックス（組織関連）

技術・FAEの強化

営業・FAE（＊）を重点配置、デザイン・イン活動の活性化

車載専任営業セクション設置・稼動
より密に、車載系顧客、サプライヤーと拡販、量産サポート

⇒今期中

（＊） FAEとは、Field Application Engineerの事で、

主に半導体業界において技術力を備えた
「技術営業職」を指します。
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新規商材

１．中華系メモリーメーカー

中計トピックス（新規商材）

２．液晶ドライバー･LEDドライバーメーカー
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当社取扱製品
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本日はありがとうございました。

今後ともご支援宜しくお願いいたします。
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本資料には、業績見通し及び事業計画等も記載しております。

それらにつきましては、作成時点においての経済環境や事業方針などの一定の前提に基
づいて作成しております。

従って、実際の業績は、様々な要素によりこれらの業績見通しとは異なる結果となりうるこ
とをご承知おきください。

資料に関する問い合わせ先
株式会社アムスク

ＩＲ担当：森/奥原
TEL: 0422-54-6186
mail： ir@amsc.co.jp


